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１．研究計画の概要 
本研究の目的は，流量規模の履歴効果を踏ま
えた流路形成機構の解明をおこなうことで
ある．このために，中規模河床形波における
流量規模の履歴効果について，水理実験，理
論解析，数値解析，さらには実河川からの実
証を駆使した検討を行い，従来までの土砂水
理学が教える中規模河床形波の知見を補完
する新たな理論体系の確立を試みる．以下の
項目について並行して研究をすすめてきた． 
(1)洪水減衰期に形成される水みちの発達過
程の解明：洪水の規模・頻度および減水期の
波形を数種類変化させた水理模型実験を行
い，洪水減水期に形成される水みちの発達過
程や挙動特性を把握する．また，水理模型実
験結果を再現可能とする数値計算モデルの
開発を行う． 
(2)洪水減衰期に形成された水みちが平水流
量から受ける影響の解明：1)で行った水理実
験および数値計算結果を用いて平水流量に
よる水みちの発達過程や河岸侵食の特性の
解明を行う． 
(3)平水流量に明瞭化された水みちが洪水流
下に及ぼす影響の解明：出水時に形成された
河道において，平水流量時にも流れが集中し
て河道が変動する．この形状変化がその後の
河道形状にどのような影響を及ぼすかを明
らかにする． 
(4)流量に応じた川幅の決定機構の理論解
析：派川や分岐の発生機構を説明する安定解
析を行い，水みち形成機構について解明する． 
(5)座標軸非依存型の河道変形モデルの開
発：砂州の形成などに伴う流線曲率が大きく
なっている箇所についても解析精度を損な
わずに数値解析を可能とする座標軸非依存
型の解析手法および，この解析で求められる

計算格子の自動生成アルゴリズムの開発を
行う． 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 洪水の規模・頻度および減水期の波形を
数種類変化させた水理模型実験を行い，洪水
減水期に形成される水みちの発達過程や挙
動特性についての把握は概ね終了した．また，
この現象を再現する数値計算モデルの開発
も終えている．この結果，以下の事項が明ら
かとなった．洪水減水期に形成される水みち
形状は，減水速度が大きく影響し，明確な水
みちは，減水速度が比較的遅い場合にのみ形
成される．また，減水期にもかかわらず掃流
力が上昇する流量（水みち形成）時に水みち
の形成が促進されることが実験的に明らか
となった．水みち形成流量流下時には，へド
カット状に下流から上流へと浸食がすすみ，
減水期にもかかわらず水みち幅の拡大が認
められる． 
(2) 平水流量による水みちの発達過程は水理
模型実験および数値計算により現在進みつ
つある．現在までの検討で以下の点が明らか
となった．平水流量流下時には，水みち内で
の水理量により河床が規定されるが，水みち
内で中規模河床波が形成される領域では，出
水時の形状特性によりその波長が決定され
る． 
(3)水理模型実験および数値計算を実施し，平
水流量で明瞭かされた水みちは，一度の出水
では大きく変化せず，複数の出水により徐々
に変化していくことが明らかとなった． 
(4) 水みち形成に大きな影響を持つと考えら
れる流量と川幅の関係について安定解析を
実施し，理論的に明らかにした．その結果は
従来用いられてきているレジーム則に概ね

機関番号：１０１０６ 

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2008～2011 

課題番号： 

研究課題名（和文） 洪水時における中規模河床波の変形に着目した流路形成機構に関する研

究                     

研究課題名（英文）  

 

研究代表者 

渡邊 康玄（ワタナベ ヤスハル） 

北見工業大学・工学部・教授 

研究者番号：00344424 



 

 

従うものの，河床勾配，河床材料の粒径に強
く影響を受けることを示した． 
(5) 直交座標系を用いつつも非常に柔軟な境
界適合を可能とする格子構成である四分木
構造を導入した浅水流方程式の数値解析法
を確立した． 
 
３．現在までの達成度 
研究計画通りに成果が得られている． 
(理由) 新たに判明した問題に対する追加す
べき研究はあるものの，当初の期待した研究
成果は既に得られており，それらは国内外の
雑誌で出版されている． 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)水みちが明確に形成される流量（水みち
形成流量）の物理的な意味をすでに実施した
水理模型実験の結果および数値計算モデル
を用いて明らかとする． 
(2)水みちの発達に与える河岸侵食の影響を
数値計算モデルを用いて明らかにする． 
(3)現地河川における河道変化を解析し，こ
れまでに得られた結果との比較検証を行う． 
(4)より現象を支配すると考えられる浮遊砂
の川幅決定機構に与える影響について理論
的に明らかにする． 
(5)昨年度までに開発した新しい境界適合法
を導入した数値計算法の妥当性の検証を，水
理実験を用いて実施する． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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